
令和６年度 第３回 舞阪中学校 学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和６年１１月１８日（月） １３時３０分から１５時４５分まで 

２ 開 催 場 所  舞阪中学校 １階 会議室 

３ 出 席 委 員  渡邉 東一、鈴木 孝一、江間 雅尾、河合 數馬、片桐 美惠子、菅沼 洋美、

佐々木雄一 

４ 欠 席 委 員  小内 正枝 

５ オブザーバー 河合 一徳（舞阪支所副支所長） 

６ 学    校  中村 真由美（校長）、松下 宏幸（教頭）、鈴木 朱美（教務主任） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 田岡 忍 

９ 議長の選出 

前回会議（第２回）の経緯より、小内委員が務める予定であったが、小内委員が欠席したため、 

 渡邉委員が引き受けることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

１０ 協 議 事 項 

（１）子供たちのよりよい支援活動について（授業参観でつかんだ子供の実態をふまえて） 

（２）部活動の地域移行について 

（３）来年度の教育活動について 

１１ 会 議 記 録 

  司会の松下教頭から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。 

 

（１）子供たちのよりよい支援活動について（授業参観でつかんだ子供の実態をふまえて） 

議長から、授業参観を実施して各委員に感想や気づいたことなどを挙げるよう提案があり、委

員からは以下の発言があった。 

 ・欠席者が多いと感じた。静かで質疑応答が少なく、もう少し生徒の発言が聞けたらよかった。

（鈴木委員） 

 ・楽しそうに授業を受けていた印象だが、２年生は寝ている生徒もいた。（河合委員） 

 ・１年生はテストの振り返りで、カタカナの書き方など細かいことまで学んでいた。３年生は、

  どの生徒も真剣に取り組んでいた。入試に対する意気込みを感じた。（江間委員） 

 ・アウトプットすることが学びに繋がるので、生徒同士で教え合うことは良いと思った。 

（菅沼委員） 

 ・体育の授業では、教員が明るく楽しそうに行っていた。音楽の授業では、日本の文化に触れて

いて素晴らしいと思った。（片桐委員） 

 ・学び合いが出来ていて、素晴らしいと思った。これは、日頃からやっているから出来ているこ

とだと思う。（渡邉委員） 

   

    校長から、よりよい支援について委員にアドバイスを求めた結果、委員からの発言は以下の 

 通りであった。 



 ・タブレットは必須な時代だが、全生徒が同じレベルで使えるような支援が必要ではないか。 

                                      （鈴木委員） 

 ・グラフを作成し印刷をするなど、社会に出て役立つ実践を行ったら良いと思う。（片桐委員） 

 ・タブレットの使い方を考える教育が必要だと思う。検索した知識だけでなく、経験の中で学ぶ

ことが大切である。（渡邉委員） 

 

  （２）部活動の地域移行について 

  校長から、別紙資料に基づき、令和８年９月以降の休日の部活動の地域移行について説明があ 

 った。委員からの発言は以下の通りである。 

 ・指導員や指導内容が明確にならないと、保護者が安心して子供を預けることができないのでは

ないか。（鈴木委員） 

・金銭面に余裕がなく、ユニフォームなどの購入ができない生徒はどうなるのか。また、試合な

どの移動はどうするのか。スポーツの部活だけでなく、吹奏楽など課題が多いのではないか。 

                                     （片桐委員） 

 ・月謝、会計報告などはどんなシステムにするのか。また、けがなどのトラブルが発生した場合、

誰が責任をとるのか。（渡邉委員） 

 

  （３）来年度の教育活動について 

  校長から、別紙資料に基づき、令和７年度 学校経営方針（案）について説明があった。委員

からの発言は以下の通りである。 

 ・防災について、平日の登下校時に保護者が仕事などで家にいない場合を想定して、地域とどう

連携がとれるのか、訓練をする必要があると思う。（鈴木委員） 

・学校内だけではなく、地域住民も交えて、常日頃から防災意識を持って、避難経路の確認など

行う必要があると思う。（鈴木委員） 

・防災について、学校側はどんなことができるのか、明確に考えてほしい。（渡邉委員） 

  

その他報告、連絡事項等 

  片桐委員から、ボランティアの件で報告があった。 

・家庭科ボランティアは、昨年より協力してくれた方が増えたが、行事と重なってしまい活動が

減ってしまった。来年は日程調整を考えたい。 

・来年１月の書道のボランティアを、回覧板などを活用して、募集していきたい。 

  松下教頭から、学校運営協議会の自己評価について説明があり、次回の協議内容とすることが

示された。 

田岡ＣＳディレクターから、次回の会議は、令和７年２月１８日（火）１４時から１階会議室

で開催する旨の報告であった。 

  第４回議長の選出について、鈴木委員より、今回務める予定であった小内委員を推薦する旨の

発言があり、全員異議なくこれを承認した。 


